
⼭岳医療に関する医師養成協議会の設置 

本事業の実施に当たり、関係団体及び山岳医療の専門家等の意見を聴取する必要があることから、 

下記の要綱で協議会を設置し、検討を図ることとした。 

 

山岳医療に関する医師養成協議会設置要綱山岳医療に関する医師養成協議会設置要綱山岳医療に関する医師養成協議会設置要綱山岳医療に関する医師養成協議会設置要綱    

（趣旨） 

第１条 岐阜県医師会は、医師を対象とした研修会等を行い、山岳医療及び検案業務の知識技術の習得に 

より、山岳事故現場での医療を担う医師の対応力の向上を図り、また山岳事故を未然に防ぐ方策等の啓発に

よる山岳事故の減少を目的とし、山岳医療に関する医師養成協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 協議会は、次の事項について、検討及び企画調整等を行う。 

一 山岳事故における医療救護班（山岳 JMAT）の編成及び活動に関すること。 

二 山岳事故における医療救護に関わる医師養成研修会の企画に関すること。 

三 山岳の形状等の検証と調査（視察）に関すること。 

四 関係機関との連携体制に関すること。 

五 関係機関との合同訓練の実施に関すること。 

六 山岳事故を未然に防ぐ方策等の啓発に関すること。 

七 事業の継続に関すること。 

八 その他必要事項に関すること。 

（組織） 

第３条 協議会は、別表第１及び別表第２に掲げる委員をもって組織する。 

２ 委員は次の各号に掲げる者のうちから、会長が任命する。 

一 診療に関する学識経験者の団体が推薦する者 

 二 医療機関の管理者又はその指定する医師 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。 

２ 委員は再任されることができる。 

（会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長は岐阜県医師会会長をもって充て、副会長は会長が任命する。 

３ 会長は、協議会を主宰し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 会議は、会長が招集し、年度内に２回程度開催する。  

２ 協議会の会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

３ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に出席を求め、意見を聴くことができる。 

 



 

（部会） 

第７条 協議会に、第２条に掲げる事項について協議するため、部会を置くことができる。 

２ 部会の委員は、第３条第１項に掲げる者のうちから、会長が任命する。 

３ 委員は、部会の委員を兼ねることができる。 

４ 部会に、部会長を置き、当該部会の委員の中から互選する。 

５ 部会長は、当該部会の事務を掌理し、部会を代表する。 

６ 部会長に事故あるとき、又は部会長が欠けたときは、当該部会の委員からあらかじめ部会長の指名 

する者がその職務を代理する。 

（関係機関との連携） 

第８条 会長は、必要があると認めるときは、第２条各号に掲げる事業を適切に行うため別表第３の 

関係機関との連携に努めること。 

（庶務） 

第９条 協議会の庶務は、岐阜県医師会事務局において行う。 

（その他） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。 

 附 則 この要綱は平成２８年２月１１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


